





























その前に2次元規則格子上の Fisher零点について整理をしておく。複素変数として α=e2J/kT 




(1)正方格子 (2)蜂の巣格子 (3)三角格子 (4)ダイス格子 (5)カゴメ格子
R・(.， 2 陶 {a}








2次冗格子 正方 ダイス カゴメ べンローズ 双対ベンローズ
z (平均) 4 3，6 (4) 4 3-7 (4) 4 
bipartite yes yes no y田 no 
frustration (AF) no no yes no yes 


















sinh (2J /丸)sinh (2J /九*)= 1 
、 、
???






ズ格子には、無理数である黄金比 T= (1 + v'5)/2 = 1.618・・・が現れるが、黄金比を連続するフィ
ボナッチ数の比で、近似することにより、周期ベンローズ格子を作ることができる。これは無理数を
連分数展開して有限に止めることに対応する。その結果、スピンの数は、 N= 199，521，1364， • • • 
????
「モンテカルロ法の新展開3J















E = Eo，Eo -2J，Eo -4J，.. 
に限られる。ここで Eoは最高エネルギー(反強磁性系の基底状態エネルギー)である。従って、
α= e2βJを用いて









用いて計算した結果を図2に示す。これは N= 199の場合である。べンローズ格子は bipartite

























ベンローズ格子上のイジングモデルの複素 α平面の状態和の零点を図 3に示す。 N = 199と
N = 521の結果をベンローズ格子と双対ベンローズ格子の場合に示しである。ペンローズ格子は
bipartiteであるので、フラストレーションはなく、サイズ無限大の極限で王の実軸上に2つの零
点がある。 E→ -Eの対称性を反映して、 α→ 1/α の対称性がある。双対べンローズ格子の場
合には、フラストレーションがあるので、サイズ無限大の極限で正の実軸上の零点は1つである。






(1)べンローズ (2)双対ベンローズ (3)ベンローズ (4)双対ぺンローズ


























[1] C. N. Yang and T. D. Lee， Phys. Rev. 87 (1952)， 404; T. D. Lee and C. N. Yang， Phys. 
Rev. 87 (1952)， 410 
[2] M. E. Fisher， inLectures in Theoreticαl Physics， edited by W. E. Brittin (University of 
Colorado Press， Boulder， 1965)， Vol. 7c， p.1. 
[3] B. Derrida， L.De Seze， and C. Itzykson， J.Stat. Phys. 33 (1983)， 559. 
[4] J. L. Monroe， J.Phys. A: Math. Gen. 34 (2001)， 6405. 
[5] R. G. Ghulghazaryan， N.S. Ananikian. and P. M. A. Sloot， Phys. Rev. E 66 (2002)， 046110. 
[6] D. Shechtman， 1. Blech， D. Grati出， and J. W. Cahn， Phys. Rev. Lett. 53 (1984)， 1951. 
[7] Y. Okabe and K. Niizeki， J.Phys. Soc. Jpn. 57 (1988)， 16; 57 (1988)， 1536. 
[8] Y. Okabe and K. Niizeki， J.Phys. A 20 (1990)， L733. 
[9] H. Feldmann， R. Shrock， and S.-H. Tsai， Phys. Rev. E 57 (1998)， 1335. 
[10] P. D. Beale， Phys. Rev. Lett. 76 (1996)， 78. 
[1] B. A. Berg and T. Neuhaus， Phys. Lett. B 267 (1991)， 249; Phys. Rev. Lett. 68 (1992)， 9.
????っ?
研究会報告
[12] J. Lee， Phys. Rev. Lett. 71 (1993)， 211. 
[13] F. Wa時 andD. P. Landau， Phys. Rev. Lett. 86 (2001)， 2050; Phys. Rev. E 64 (2001)， 
056101. 
[14] N. A. Alv回， J. R. Drugowich de Felicio， and U. H. E. Hansmann， Int. J. Mod. Phys. C 8 
(1997)， 1063. 
[15] N. A. Alves， J.R. Drugowich de Felicio， and U. H. E. Hansmann， J.Phys. A 33 (2000)， 
7489. 
[16] C. Itzykson， R.B. Pearson， and J. B. Z由 er，N凶.Phys. B 220 [FS 8] (1983)，415. 
??? ???
